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（令和２年４月末実績参考）

組合員数  6,953名（団体含）

貯金残高 71,273百万円

貸出金残高 5,672百万円

長期共済保有高 1,988.9億円

購買品供給高 200,787千円

販売品取扱高 16,807千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年6月25日㈭　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年7月22日㈬　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

今月はお買物券付き 「よらんかいねぇ広場」 管内「Ａコープ」で使用

特 集 新嘗祭「献穀田御田植式」執り行われる
　　井口グリーンワークス

表紙の写真 献穀田御田植式（井口町）

蝶屋地区における自動車整備・販売窓口の変更について
蝶屋自動車センターをご利用いただき誠にありがとうございます。
業務体制の見直しに伴い、下記のとおり窓口の変更をお知らせいたします。今後も変わらず
ご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

変更日：令和２年６月１日月より

蝶屋給油所　TEL 076-278-4764 担当：山谷、堂上、髙柳

変更点：自動車車検・修理・販売の受付は
　　　　「蝶屋給油所」で承ります。

JAマイカーローンに切り替えて

JAマイカーローンは、JAが自信をもってお勧めする商品です。
現在他社でお借入れされている方、「試算だけで支店に行くのは気が
引ける」など窓口に行くのを躊躇している皆さん、窓口に行かなくて
もスマホやPCで簡単に照会できます。

お得になる方お得になる方お得になる方 増えてます！！

今すぐ返済シミュレーションをチェック！
あなたの目でお確かめください
JAバンクホームページ　https://www.jabank.org/money/mycar/

年1.7％年1.7％
※令和２年５月１日現在

※審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。※保証料はお借入金利に含まれます。

窓口での試算も可能です。まずはお気軽にお問い合わせください。

ローン残高：300万円
残りの年数：5年
現在の金利：5.0％

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル

【モデルケースⅠ】 返済額

約4,000円/月
DOWN

約26万円
お得！

約26万円
お得！

ローン残高：300万円
残りの年数：7年
現在の金利：7.0％

【モデルケースⅡ】 返済額

約7,000円/月
DOWN

約62万円
お得！

約62万円
お得！
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特 

集

　
５
月
16
日
、
井
口
町
の
圃
場
で
、
管
内
で
９
年
ぶ
り
と
な
る
令
和
２
年
度
新
嘗
祭

「
献
穀
田
御
田
植
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
献
穀
者
の
農
事
組
合
法
人
「
井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
」
代
表
理
事
の
北
村
真
一

さ
ん
が
、
11
月
23
日
の
宮
中
行
事
「
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）」
に
新
米
を
お
供
え

す
る
た
め
、
50
人
の
参
加
者
と
伴
に
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

　
金
劔
宮
の
守
部
元
宮
司
に
よ
り
神
事
が
進
め
ら
れ
、
北
村
さ
ん
の
孫
を
含
む
中
学

２
年
生
か
ら
小
学
４
年
生
の
早
乙
女
６
人
が
「
御
田
植
の
儀
」
を
行
い
ま
し
た
。
雨
の

降
る
中
、
着
物
の
上
に
か
っ
ぱ
を
着
て
圃
場
に
入
り
、
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
一
本

ず
つ
丁
寧
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
山
田
白
山
市
長
、車
県
議
会
議
員
の
祝
辞
に
つ
ぎ
竹
内
文
雄
組
合
長
が「
井
口

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
は
、
主
食
用
米
を
中
心
に
大
麦
、
水
稲
の
種
子
生
産
の
ほ
か
、

園
芸
作
物
の
栽
培
な
ど
「
水
田
フ
ル
活
用
」
を
実
践
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
的
な
農
事

組
合
法
人
で
す
。
白
山
の
恵
み
を
受
け
た
美
味
し
い
お
米
を
宮
中
新
嘗
祭
に
献
穀
で

き
る
よ
う
、
豊
作
を
お
祈
り
し
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
北
村
さ
ん
が
「
苗
を
大
事
に
育
て
宮
中
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
美
味

し
い
米
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
稲
を
刈
り
取
る
「
抜
穂
式
（
ぬ
い
ぼ
し
き
）」
は
９
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
予
定
で
、

10
月
下
旬
の
献
穀
献
納
式
で
は
北
村
さ
ん
が
精
米
約
５
合
を
皇
居
に
納
め
ら
れ
ま
す
。

新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
と
は

　「
新
」
は
新
穀
、「
嘗
」
は
御
馳
走
を
表
し
、
稲
の
収
穫
を
祝
い
、
神
に
感
謝
し
、
翌
年
の
豊
穣
を

祈
願
す
る
儀
式
で
、
日
本
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
中
で
は
、
11
月
23
日
に
天
皇
陛
下
が
自
ら
お
育
て
に
な
っ
た
新
穀
を
神
に
奉
る
と
と
も
に
、
御

自
ら
も
そ
の
新
穀
を
お
召
し
上
が
り
に
な
り
ま
す
。

　
収
穫
の
祝
い
の
儀
式
が
11
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
の
は
、
天
皇
が
東
北
や
北
陸
の
収
穫
を
待
っ
て

お
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
嘗
祭
「
献
穀
田
御
田
植
式
」
執
り
行
わ
れ
る

　井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス

第
２
回
理
事
会

日
時
／
令
和
２
年
５
月
29
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
職
制
規
程
　
別
表
Ⅰ「
機
構
図
」の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
第
13
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
お
よ
び
Ｊ
Ａ
白
山
農
業
関
係

被
表
彰
者
の
選
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
件
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
理
事
へ
の
貸
出
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
令
和
２
年
度
支
店
正
副
運
営
委
員
長
の
活
動
協
力
費
の
支
給

に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
加
賀
地
区
６
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
報
告
に
つ
い
て

２
　
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て

３
　
令
和
２
年
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

４
　
第
13
回
通
常
総
代
会
及
び
支
店
地
区
別
説
明
会
に
お
け
る
出
席
者
へ
の

　
　
粗
品
進
呈
に
つ
い
て

５
　
夏
用
軽
装（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）の
取
組
み
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

①
Ｊ
Ａ
白
山
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
安
全
対
策
の
継
続
実
施
に
つ
い
て

以
上
６
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

式典の様子挨拶をする北村真一さん（右）
（左）耕作長：中村茂さん（中）北村美江さん

昔ながらの着物姿の早乙女の皆さん 祝辞を述べる竹内組合長
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地
元
産
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を

召
し
上
が
れ

　
５
月
22
日
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の
市
場
出
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。
栽
培
し
て
い
る
の
は
「
久
留
米
豊

（
く
る
め
ゆ
た
か
）」
と
い
う
品
種
で
、
大
粒
で
甘
味

が
あ
り
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
が
苦
手
な
方
に
も
好
評
で
す
。

　
え
ん
ど
う
部
会
は
、
県
内
で
唯
一
市
場
出
荷
を

し
て
い
ま
す
。
早
朝
に
収
穫
し
て
サ
ヤ
か
ら
取
り

出
し
粒
の
状
態
で
集
出
荷
場
へ
持
ち
寄
り
、
購
入
者

が
使
い
や
す
い
よ
う
１
０
０
g 

の
パ
ッ
ク
詰
め
に

し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
は
８
箱
２
４
８
パ
ッ
ク
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す

の
で
、
地
元
産
の
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

所得
 増大

ナ
ス
部
会
　
潅
水
装
置
講
習
会

　
５
月
18
日
、
三
宮
町
の
圃
場
で
、
ナ
ス
部
会
の

潅
水
装
置
講
習
会
が
行
わ
れ
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員

な
ど
８
名
が
参
加
し
、
設
置
後
初
め
て
の
試
運
転
を

行
い
ま
し
た
。

　
モ
ー
タ
ー
で
吸
い
上
げ
た
水
を
う
ね
に
這
わ
せ
た

穴
の
開
い
た
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
通
す
こ
と
で
、
圃
場

全
体
に
潅
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う
ね
は
マ
ル

チ
で
覆
う
た
め
、
保
水
性
も
上
が
り
以
前
ほ
ど
多
く

の
水
を
必
要
と
し
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
液
肥
の

投
入
も
行
え
る
た
め
、
水
や
り
等
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
作
業
の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
潅
水
装
置
を
使
用
し
て
い
る
方
も
い
て
、

注
意
点
や
利
点
を
話
さ
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

水
稲
用
除
草
剤
　
実
演
会

　
５
月
20
日
、
井
口
町
水
田
で
、
４
種
類
の
水
稲

用
除
草
剤
の
実
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
や
農
林
総
合
事
務
所
担
当
者
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
、
ま
ず
今
後
の
水
稲
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
担
当
者
よ
り
粒

状
や
豆
粒
状
の
薬
剤
の
畦
畔
散
布
の
方
法
や
散
布

量
、
散
布
時
の
注
意
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

大
麦
収
穫
始
ま
る

　
５
月
28
日
、
蝶
屋
と
井
口
乾
燥
施
設
で
大
麦
「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」
の
受
入
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
よ
り
米
・
大
麦
・
大
豆
の
２
年
３
作
体
系
に
よ
る
「
水
田
フ
ル
活
用
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
蝶
屋
地
区
で
は
初
め
て
の
大
麦
収
穫
で
あ
り
、
３
月
末
に
改
修
工
事
が
終
わ
っ
た

乾
燥
施
設
も
初
稼
働
し
ま
し
た
。
蝶
屋
地
区
の
生
産
者
か
ら
は
「
１
年
目
に
し
て
は
良
く

育
っ
た
。
無
事
に
収
穫
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
つ
る
ぎ

地
区
で
は
厳
し
い
審
査
を
通
っ
た
種
子
大
麦
の
刈
取
り
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
粒
が
大
き
く
実
入
り
も
良
く
、
良
質
な
う
え
に
豊
作
の

よ
う
で
す
。
管
内
の
作
付
総
面
積
は
47 
ha
で
、
国
産
大
麦
の
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も

２
年
３
作
体
系
に
よ
る
水
田
フ
ル
活
用
の
促
進
と
作
付
面
積
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大
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地
元
産
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を

召
し
上
が
れ

　
５
月
22
日
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の
市
場
出
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。
栽
培
し
て
い
る
の
は
「
久
留
米
豊

（
く
る
め
ゆ
た
か
）」
と
い
う
品
種
で
、
大
粒
で
甘
味

が
あ
り
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
が
苦
手
な
方
に
も
好
評
で
す
。

　
え
ん
ど
う
部
会
は
、
県
内
で
唯
一
市
場
出
荷
を

し
て
い
ま
す
。
早
朝
に
収
穫
し
て
サ
ヤ
か
ら
取
り

出
し
粒
の
状
態
で
集
出
荷
場
へ
持
ち
寄
り
、
購
入
者

が
使
い
や
す
い
よ
う
１
０
０
g 

の
パ
ッ
ク
詰
め
に

し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
初
日
は
８
箱
２
４
８
パ
ッ
ク
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す

の
で
、
地
元
産
の
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

所得
 増大

ナ
ス
部
会
　
潅
水
装
置
講
習
会

　
５
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18
日
、
三
宮
町
の
圃
場
で
、
ナ
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の

潅
水
装
置
講
習
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会
員
や
Ｊ
Ａ
職
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８
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、
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。
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
初
出
荷

　
５
月
29
日
、
園
芸
の
重
点
品
目
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
雪
が
少
な
か
っ
た

た
め
順
調
に
生
育
し
、
例
年
通
り
の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

　
集
荷
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
一
つ
一
つ
吟
味
し
な
が
ら
選
果
さ
れ
ま
す
。
出
荷
時
も
鮮
度

が
落
ち
な
い
よ
う
に
氷
が
詰
め
ら
れ
、
徹
底
し
た
温
度
管
理
を
行
い
、
市
場
に
運
ば
れ
ま
す
。
出
荷
作
業
は
６
月

末
ま
で
続
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
管
内
で
約
10 
ha
の
作
付
と
な
り
、
面
積
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
人
気
の
あ
る
地
元
産
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

所得
 増大

丸
イ
モ
定
植

　
５
月
13
日
、
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
の
圃
場
で
、

丸
イ
モ
の
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
に
、
切
り
揃
え
て
石
灰
を
ま
ぶ
し
た
種
イ
モ

約
５
６
０
０
個
を
準
備
し
ま
し
た
。
圃
場
は
う
ね
に

マ
ル
チ
が
か
け
ら
れ
、
等
間
隔
に
一
う
ね
約
４
０
０

個
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
穴
の
中
に
種
イ
モ
を
一
つ
一
つ
手
作
業
で
定
植

す
る
の
は
根
気
の
い
る
作
業
。
今
後
は
支
柱
を
た
て
、

伸
び
た
ツ
ル
を
支
柱
に
巻
き
付
け
る
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
園
芸
重
点
品
目
の
一
つ
で
あ
る
丸
イ
モ
は
、
粘
り

が
強
く
、
贈
答
用
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
作
物
で
、

手
取
地
区
・
つ
る
ぎ
地
区
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
地
元
の
味
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

大きさを切り揃えた種イモに石灰をまぶす

定植の様子

　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性　

５
月
下
旬
、
青
壮
年
部
盟
友
が
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン

テ
ス
ト
参
加
者
30
人
の
お
宅
へ
、
土
入
り
の
バ
ケ
ツ

と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
３
株
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
を
対
象
に
、
稲
作
の
手
間
や
収
穫
の

喜
び
、
米
の
大
切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
始
め
、

今
年
で
４
年
目
。
リ
ピ
ー
タ―

も
多
く
、
参
加
者
は

今
年
で
延
べ
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
高
本
部
長
は
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
自
宅
で

じ
っ
く
り
育
て
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
盟
友
が
各
家
庭
を
回
り
収
穫
、
計
量
を

行
い
、
収
穫
量
で
順
位
を
決
め
る
予
定
で
す
。

バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
　始
動

■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･林 ･舘畑 *蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。
（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45号線（旧国道 157号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3年間は 2ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 429 ※農薬施用 530 円／箱（税抜）
※ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 770

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,650 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1割～ 2割増しとする。　　　

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,600

中 代 10㌃当 1,800 1,980

代 か き 10㌃当 6,900 7,590

畦 ぬ り １㍍当 50 55

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,700
770
55

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,650

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,800
2,771

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 880

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （220）※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 770

※令和２年４月１日現在（消費税10％で表示しています）

平成 30年度  水稲受託料金表令和２年度　水稲受託料金

0

5

10

15

20

25

H30

令和２年度の概要
　R1までは、「おはよう」という品種をメインで作付し
ていたが、気象変動に弱い品種のため、今年から試験
品種の本格導入を行っている。この品種はブロッコリー
本来の緑色より、ポリフェノールの一種であるアント
シアニンが豊富で紫色がかっているのが特徴である。
春作の生育は順調であり、55tの出荷見込み。

地区別作付面積
R1 R2

春①
鶴来 手取 鶴来 全体手取

秋② 越冬 合計

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税込） 作業名（項目） 単　位 料金（税込）

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 429 田 植 え 10㌃当 7,700

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 770 補 助 人 夫 10㌃当 770

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,650 苗 運 搬 １箱当 55

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,600 薬 剤 散 布 10㌃当 1,650

中 代 10㌃当 1,980 刈 り 取 り 10㌃当 19,800

代 か き 10㌃当 7,590 運 搬 10㌃当 2,771

畦 ぬ り １㍍当 55 乾 燥・ 調 整 １㍍当 880

肥 料 散 布 20㌔当 770 （ 色 彩 選 別 ） (30㌔当） （220）

※令和２年４月１日現在（消費税10％で表示しています）
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元
産
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

所得
 増大

丸
イ
モ
定
植

　
５
月
13
日
、
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
の
圃
場
で
、

丸
イ
モ
の
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
に
、
切
り
揃
え
て
石
灰
を
ま
ぶ
し
た
種
イ
モ

約
５
６
０
０
個
を
準
備
し
ま
し
た
。
圃
場
は
う
ね
に

マ
ル
チ
が
か
け
ら
れ
、
等
間
隔
に
一
う
ね
約
４
０
０

個
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
穴
の
中
に
種
イ
モ
を
一
つ
一
つ
手
作
業
で
定
植

す
る
の
は
根
気
の
い
る
作
業
。
今
後
は
支
柱
を
た
て
、

伸
び
た
ツ
ル
を
支
柱
に
巻
き
付
け
る
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
園
芸
重
点
品
目
の
一
つ
で
あ
る
丸
イ
モ
は
、
粘
り

が
強
く
、
贈
答
用
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
作
物
で
、

手
取
地
区
・
つ
る
ぎ
地
区
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
地
元
の
味
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
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大きさを切り揃えた種イモに石灰をまぶす

定植の様子

　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性　

５
月
下
旬
、
青
壮
年
部
盟
友
が
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン

テ
ス
ト
参
加
者
30
人
の
お
宅
へ
、
土
入
り
の
バ
ケ
ツ

と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
３
株
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
を
対
象
に
、
稲
作
の
手
間
や
収
穫
の

喜
び
、
米
の
大
切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
始
め
、

今
年
で
４
年
目
。
リ
ピ
ー
タ―
も
多
く
、
参
加
者
は

今
年
で
延
べ
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
高
本
部
長
は
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
自
宅
で

じ
っ
く
り
育
て
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
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に
盟
友
が
各
家
庭
を
回
り
収
穫
、
計
量
を

行
い
、
収
穫
量
で
順
位
を
決
め
る
予
定
で
す
。

バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
　始
動

■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･林 ･舘畑 *蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。
（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45号線（旧国道 157号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3年間は 2ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業
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補 助 人 夫
苗 運 搬
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１箱当
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運 搬

10㌃当
10㌃当
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※令和２年４月１日現在（消費税10％で表示しています）

平成 30年度  水稲受託料金表令和２年度　水稲受託料金

0

5

10

15

20

25

H30

令和２年度の概要
　R1までは、「おはよう」という品種をメインで作付し
ていたが、気象変動に弱い品種のため、今年から試験
品種の本格導入を行っている。この品種はブロッコリー
本来の緑色より、ポリフェノールの一種であるアント
シアニンが豊富で紫色がかっているのが特徴である。
春作の生育は順調であり、55tの出荷見込み。

地区別作付面積
R1 R2

春①
鶴来 手取 鶴来 全体手取

秋② 越冬 合計

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税込） 作業名（項目） 単　位 料金（税込）
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※令和２年４月１日現在（消費税10％で表示しています）
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開店
７月３日金
　 ～５日日周年祭５５

日頃のご愛顧に感謝し「開店５周年祭」を開催いたします。
楽しさいっぱいです。ぜひご来店ください。

「よらんかいねぇ広場」出荷者協議会の
総会が開催される

　令和元年度の出荷者協議会の総会は、書面議決方式により行われ、審議事項は次のとお
り賛成多数で議決されたことを役員会で報告了承されました。総会資料によらんかいねぇ
広場とめぐみ白山の現在の事業概要が報告されていますので、その内容を記載いたします。

〈審議事項〉
　第１号議案　令和元年度事業報告及び収支決算承認の件について
　　賛成165票　反対１票により、可決となりました。
　第２号議案　令和２年度事業計画及び収支計画（案）承認の件について
　　賛成166票により、可決となりました。

●産直売上高の３カ年の推移

産直売上高と会員数の推移（単位：万円・人）

年間品目別売上比較

よらんかいねぇ広場

（単位：万円）

●令和元年度の売上高

●会員数の推移

H29 会員数 H30 会員数 R1 会員数

よらんかいねぇ広場の概要

道の駅めぐみ白山の概要

１号会員 211 228 237
２号会員 140 144 150
計 351 372 387

15,000

産直売上高

18,000

17,000

16,000

19,000

20,000

21,000

22,000

320

360

350

340

330

370

380

390

400

H29 H30 R1
17,696 18,248 20,005
351 372 387会　員　数

総売上に占める１号会員売上比較（単位：万円）

0

２号会員

4,000

2,000

6,000

8,000

10,000

12,000

野菜
3,716
7,489

果物
1,233
863

加工品
521
2,083

花・苗
2,401
859

その他
573
267１号会員

H29

4,000

2,000

0

6,000

8,000

10,000

12,000

野菜 果物 加工品 花・苗 その他
9,655 2,047 2,552 2,833 607
10,460 1,815 2,388 2,932 650
11,205 2,096 2,604 3,260 840

H30
R1

総売上に占める管内会員売上比較 （単位：万円）

その他会員

3,000

1,500

0

4,500

6,000

7,500

9,000

野菜 果物 加工品 その他
1,754 1,102 3,976 512
387 30 4,427 200管内会員

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2020.7.31

使
用
可
能

店

　
　舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店

㈱ ジャコム石川

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。
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JA　住宅事業のご紹介JAホーム ～対話でつむぐ  家づくり～

新 築 注 文 住 宅

リ フ ォ ー ム

「JAホーム」をご存じですか
　㈱JA建設エナジーはJAグループの一員として、組合員やJA利用者様に寄り添った家づくりを
目指しています。
　JAバンクとタイアップして資金計画も含めたトータルサポートで、皆さまの『理想の家づくり』
をお手伝いいたします。

　近年リフォームの需要も増え、JA白山管内
も含め多くの組合員の方にご利用いただいて
います。永い時間を過ごした我が家、しかし
将来の足腰のことを考えると床座の畳生活や
狭い脱衣所、和式トイレにも不安がある。
　これからの毎日、生活の快適さを充分に感じ
ていただくために、まずはお気軽にご相談くだ
さい。もちろんお見積もりは無料です。

リフォームも得意

　理想の家づくりに必要なご融資金額、無理のない
返済計画を JA 白山の融資担当が一緒に考えさせて
いただきます。
　お見積もりは無料！お気軽に最寄りの支店窓口まで
お問い合わせください。

ローンのご相談

　私たちは「お客様との共同による」家づくりを
目指し、『対話でつむぐ家づくり』をモットーに、
お客様の納得がいくまで何度でも打ち合わせを
重ね、注文住宅だから実現する居心地の良い
理想の住まいをご提案いたします。
　アフターサービスも万全で、完成・引渡し後は、
１年・５年・10 年後に無料点検をご案内します。
　新築の場合、白アリを防ぐ防蟻処理が専門
部門の10 年間保証付きです。

JAホームの特徴

※全てのご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。

▶ https://www.jahome.jp/
くわしくはJAホームのホームページをご覧ください。

住宅ローンについてはJA白山ホームページを
ご覧ください。
▶ https://www.ja-hakusan.jp/news/
　　original-loan-2020050120200930
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組合員数  6,953名（団体含）

貯金残高 71,273百万円

貸出金残高 5,672百万円

長期共済保有高 1,988.9億円

購買品供給高 200,787千円

販売品取扱高 16,807千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年6月25日㈭　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年7月22日㈬　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

今月はお買物券付き 「よらんかいねぇ広場」 管内「Ａコープ」で使用

特 集 新嘗祭「献穀田御田植式」執り行われる
　　井口グリーンワークス

表紙の写真 献穀田御田植式（井口町）

蝶屋地区における自動車整備・販売窓口の変更について
蝶屋自動車センターをご利用いただき誠にありがとうございます。
業務体制の見直しに伴い、下記のとおり窓口の変更をお知らせいたします。今後も変わらず
ご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

変更日：令和２年６月１日月より

蝶屋給油所　TEL 076-278-4764 担当：山谷、堂上、髙柳

変更点：自動車車検・修理・販売の受付は
　　　　「蝶屋給油所」で承ります。

JAマイカーローンに切り替えて

JAマイカーローンは、JAが自信をもってお勧めする商品です。
現在他社でお借入れされている方、「試算だけで支店に行くのは気が
引ける」など窓口に行くのを躊躇している皆さん、窓口に行かなくて
もスマホやPCで簡単に照会できます。

お得になる方お得になる方お得になる方 増えてます！！

今すぐ返済シミュレーションをチェック！
あなたの目でお確かめください
JAバンクホームページ　https://www.jabank.org/money/mycar/

年1.7％年1.7％
※令和２年５月１日現在

※審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。※保証料はお借入金利に含まれます。

窓口での試算も可能です。まずはお気軽にお問い合わせください。

ローン残高：300万円
残りの年数：5年
現在の金利：5.0％
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【モデルケースⅠ】 返済額

約4,000円/月
DOWN

約26万円
お得！

約26万円
お得！

ローン残高：300万円
残りの年数：7年
現在の金利：7.0％

【モデルケースⅡ】 返済額

約7,000円/月
DOWN

約62万円
お得！

約62万円
お得！
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